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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度 （上位目標）情報伝達システムの整備を通じた、南部デルタ地帯に

おける地域住民の生活環境改善 

（達成度）新規 CA システムの設置２０村落、および既存 CA システ

ムの改良４０村落の実施：計画通り完了。ワークショップの実施： 

対象村落１５２村落について約１５村落ずつ計画通り完了。モニ

タリングの実施と成果の測定・確認：対象村落９７村落について

計画通り完了した。 

なお、一部事業地の変更（事業変更承認申請書）、事業期間の延期

２５日間（事業変更報告書）を行った。 

（２）事業内容 

 

第２年次事業（２０１４年９月１日～２０１５年７月１０日）で実

施した事業内容は以下のとおりである。 

（ア）新規ＣＡシステムの設置（２０村落） 

   デダイエ郡区内の２０村落 

（イ）既存ＣＡシステムの改良（４０村落） 

   デダイエ郡区内の１０村落、及びラプッタ郡区内の３０村落 

（ウ）ワークショップの実施 

  ・ワークショップ実施の対象村落は、上記（ア）（イ）項の６０

村落に加え、第１年次事業期間 （２０１３年９月２４日～ 

２０１４年７月２３日）にＣＡシステムの設置及び改良工事

を実施した９２村落（注）の計１５２村落である。 

  ・ワークショップは、各郡区（タウンシップ）毎に約１５村落

程度各村落のＣＡシステム運営委員会委員（３名程度）の参

加を呼びかけ、当該地域中心部の集会所等で合同ワークショ

ップを実施する。 

（注）当初の予定では、ボガレイ郡５３村落、ピヤポン郡３

９村落の計９２村落のワークショップは第１年次事業

期間の２０１４年６月、７月に実施予定であったが、

当初の想定を超える現地の雨量の増加により、検討し

た結果、ワークショップは比較的安全なヤンゴン市外

郡区の５村落を除き、乾季の１１、１２月に変更した

（事業変更承認申請）。 

（エ）モニタリングの実施と成果の測定・確認  

  ＣＡシステムが地元に定着すると考えられる概ね３年間は、

原則年に１回モニタリングを実施し、本システム設置支援によ

る成果について、予め設定した４つの指標によって測定すると

ともに、保守・運用上の問題点を把握し、必要な指導を行なう。

今回のモニタリング対象村落は、本システム設置・改良の１年

後となる第１年次事業地の９７村落（上記（ウ）項に記載の９

２村落とヤンゴン市外郡区の５村落）である。 
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（３）達成された成果 

   

 

第２年次事業期間に達成された成果は以下のとおりである。 

（ア）新規ＣＡシステムの設置（２０村落） 

   デダイエ郡内２０村落のＣＡシステム設置のための基本設

計、資機材調達、システム施工は計画通り実施した。 

（イ）既存ＣＡシステムの改良（４０村落） 

   デダイエ郡内の１０村落（２０１０年度設置）、およびラプッ

タ郡内３０村落（２０１０年度設置）の既存ＣＡシステムの改

良工事は概ね計画通り実施した。 

（ウ）ワークショップの実施 

   ワークショップは、ＣＡシステムが地域に定着し、できるだ

け長く安定的に活用してもらうために実施するもので、一方的

な技術やノウハウの伝達ではなく体験的かつ双方向での意見交

換を通じて、ＣＡシステムの意義、非常時・平常時の活用法、 

システムの保守・運用方法（ラジオの活用、放送アイテム、放

送内容、頻度）、良い活用事例を通して、ＣＡシステムの活用法

を体得させる事を目的としている。 

ワークショップの実施結果概要は以下のとおりである。 

①日時・場所・出席者数： 

   ワークショップは乾期で農耕作業等の制約が少なく村民が比

較的集まりやすい１１月中旬から翌年４月上旬にかけて、各郡

区中心部の集会所等で実施することとした。 

   また、この辺の地域の主たる交通手段は舟であり、往路復路

の時間を考慮し、ワークショップ実施時間は、午前１０時から

午後１時半とした。 

 出席者は、ＢＨＮ本部（東京）から２～４名 

       ＢＨＮミャンマー事務所から５名（他に通訳１名） 

       対象村落の各ＣＡシステム運営委員会から３名の計

約５０名。 

  各郡区のワークショップ実施月日、実施場所、出席人数は以下

のとおりである。 

・ボガレイ郡区：２０１４年１１月１４日、１８日、２１日の

３回市内の中国式僧院にて実施。出席者数５１村１４８名 

  ・ピアポン郡区：２０１４年１１月２６日、２８日の２回、市

内のレセプション・ホールにて実施。出席者３８村１０６名 

  ・デダイエ郡区：２０１５年４月２日、３日の２回、市内高等

学校ホールにて実施。出席者数２５村７５名。 

  ・ラプッタ郡区：２０１５年４月８日、９日の２回、コミュニ

ティ・ホールで実施。出席者数２７村７３名。 

    なお、今回のワークショップに参加できなかった１１村落

については、モニタリング実施時に個別に行うこととしてい

る。 

②実施内容 

  オープニング・スピーチの後、出席者の紹介、ワークショップ 

とは何か。ＣＡシステムの概要と保守・運用上の留意事項、ＣＡ 

システムのミャンマーでの活用事例・日本の防災行政無線システ
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ムの活用事例紹介、ＣＡシステム運営委員会の必要性、保守・

運営費用、不感地域（ＣＡシステムカバー率が低い地域）の

把握と携帯メガホンの活用等について参加者との意見交換を

重視した進め方とし、適宜質問を投げかけ、有意義な意見交

換ができた。 

 ワークショップ終了後のアンケート結果は、大変好評であった。 

（非常によかったとの意見が６８％、良かったとの意見は残りの 

 ３２％）。 

 出席者には、事前に作成した「ＣＡシステムの保守・運用マニ 

ュアル」およびプロジェクターを使用しての「説明シートの冊子」 

を筆記用具とともに配布したのも有効であった。 

 ワークショップ実施時の発言、およびアンケートに見られる主 

な意見は以下のとおりである。 

 ・ＣＡシステム設置支援に対する感謝の言葉（緊急情報、天気予 

報、ニュース、村や学校からの連絡事項等の伝達が容易になり、 

  日常生活は大いに改善された。） 

   一方、遠方の場合強風や豪雨の中では音が非常に聞きづらい、

との意見があった。 

 ・ソーラー発電システムをつけてくれたので、ＣＡシステムの使 

用時間が長くなり、非常に良くなった。またバッテリー充電の 

苦労がなくなった。 

 ・ＣＡシステムの保守・運営費用の捻出には苦慮しており、でき 

るだけ長く支援して欲しい。また、ＣＡシステムを他に貸出、

費用を稼ぎたいとの要望もあった（他の目的に使用することは 

厳禁と回答）。 

 ・ＣＡシステムの有用性が近隣の村落にまで伝わり、近隣の村落

からのＣＡシステム設置支援の要望が多いとの意見が多かっ

た。 

 ・この辺（南部デルタ地帯）は平地で高台への逃げ場がない。そ

のための支援を是非お願いしたいとの意見も多かった。 

（エ）モニタリングの実施と成果の測定・確認  

①モニタリングの実施 

モニタリング対象村落は、本システム設置・改良１年後となる第

１年次事業地の９７村落（ボガレイ郡区５３村落、ピアポン郡区

３９村落、ヤンゴン市外郡区５村落）である。 

モニタリングは概ね予定通り５月上旬から開始したが、河川の増

水、特に風雨の強い中大河の航行は極めて危険で、スケジュール

に遅れが生じた。現地からは非常に危険であるとの報告があり、

本部（東京）から事業推進は安全第一として決して無理はせず危

険な日は待機し、また大型の船を利用するなど安全を念頭に置い

て作業するよう指示して事業を進めた。加えて、ミャンマー事務

所の現地作業責任者が事業地での作業中デング熱に罹病し、入院

加療のため作業遅れの原因となり、２５日間の事業実施期間を延

長した（「事業変更報告書」２０１５年６月５日）。 

モニタリング作業は、６月下旬無事終了した。 
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②成果の測定・確認   

 指標１：ＣＡシステム設置による裨益人口の割合は、対象村落人 

     口の平均８０％以上となる。 

     ボガレイ郡区（５３村落の平均）：９７．９％ 

     ピアポン郡区（３９村落の平均）：９８．９％ 

     ヤンゴン市外郡区（５村落の平均）：１００％ 

    なお、可聴エリア外地域の住民に対する緊急情報連絡に 

ついては、携帯メガホンの活用により対処することとして

いる。 

 指標２：平常時における放送内容と放送頻度・時間は地域住民の

期待に応えられており、住民の満足度が８０％以上とな

る。 

     ボガレイ郡区：９０．８％ 

     ピアポン郡区：８４．９％ 

     ヤンゴン市外郡区：５４．０％（注） 

     （注）最近この地域は商用電源が使用されるようになり、 

       平常時はラジオを聞くようになったため、満足度が 

       低くなった。 

 指標３：非常時における緊急情報が、正確かつタイムリーに放送

され、住民の満足度は８０％以上となる。 

     ・データなし：いずれの村落も、この１年間緊急情報が

放送される機会がなかった。  

     （参考）２０１５年７～８月の水害被災の時には、一部

の地域の調査であるが、ＣＡシステムが非常に役立っ

たとの報告があった。 

 指標４：ＣＡシステム故障の場合、速やかに修理し回復できるよ

うになり、ＣＡシステムの利用可能期間は調査対象全期

間の８０％以上となる（注）。 

     ボガレイ郡区：９２％（５３村落平均値。 

既存システム：７９％、新規システム：９９％） 

     ピアポン郡区：９３％（３９村落平均値。 

既存システム：８７％、新規システム：９３％） 

     ヤンゴン市外郡区：８９％（既存システム５村落平均値） 

（注）当初、指標４は「ＣＡシステムの故障の場合、速

やかに修理し回復させることができるようにな

り、７日以内の回復が８０％以上となる。」として

いたが、規定内容が明確でないため修正した。 
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（４）持続発展性  本事業により達成された成果が継続して維持されるように、ＣＡ

システムの維持管理体制、保守・運用状況の把握とその対処方法等

については、以下のとおり考えている。 

（ア）「ＣＡシステム運営委員会」の設置 

ＣＡシステムは、設置、研修後管轄の各村落（行政機関）に引き

渡すが、各村落には首長主導のもと、金銭面・技術面を含め、シ

ステムの保守・運用に責任を持つ「ＣＡシステム運営委員会」を

発足させる。 

（参考）各村落の「ＣＡシステム運営委員会」は、本システム設

置・改良１年後となる第１年次事業地の９７村落のモニタリン

グの結果、全村落に設置済みで、７～１０名の委員で構成され

ている。 

ただし、ＣＡシステムの保守・運用費用については、約半数の村

落ではＣＡシステム運営委員会または委員長が負担しているとの

ことであった。今後、モニタリングを通じて「自分たちのシステ

ムは自分たちで守るよう」促し指導して行く必要がある。 

（イ）「ワークショップ」の実施 

前記（（３）項の達成された成果（ウ）項ワークショップの実施）

のとおり、ＣＡシステムをできるだけ長く便利に使ってもらえる

ようワークショップを実施する。 

（ウ）「マニュアル」の作成 

「ＣＡシステム保守・運用マニュアル」の作成、およびマニュア

ルの簡易版を作成・ラミネート加工するなどして、ＣＡシステム

機器設置場所の壁面に掲載し、利用しやすいようにする。 

（エ）「モニタリング」の実施 

ＣＡシステム設置の約 1年後、本システムの成果を測る指標（（３）

項 達成された成果（エ）項に記載）について測定するとともに、

必要な指導を行うこととしている。 

また、事業終了後概ね３年間は原則として年に 1回モニタリング

を実施し、上記指標の測定と必要な指導を行うこととしている。 

 


